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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成22年10月14日(2010.10.14)

【公開番号】特開2008-268527(P2008-268527A)
【公開日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-044
【出願番号】特願2007-111130(P2007-111130)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ  15/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ  15/00    ５５０　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ５３４　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月1日(2010.9.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が像担持体と該像担持体に作用するプロセス手段とを備える複数の像担持体ユニッ
トと、
　前記複数の像担持体ユニットの像担持体に対向して設けられ、前記像担持体上の像を転
写する為のベルトと、
　を有し、前記複数の像担持体ユニットの像担持体の夫々を露光して画像形成を行う画像
形成装置において、
　前記複数の像担持体ユニットの周囲の空間を、前記像担持体を露光する光が通過する光
路空間と、前記ベルト及び隣り合う前記像担持体ユニットとの間に形成された空間と、に
分離するための分離部材と、
　装置内に風を発生させる送風手段と、を有し、
　前記送風手段が発生させた風は、前記ベルト及び隣り合う前記像担持体ユニットとの間
に形成された空間に流れることを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記ベルト及び隣り合う前記像担持体ユニットとの間に形成された空間は略閉空間であ
ることを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記複数の像担持体ユニットの像担持体の夫々を露光する露光手段と、
　前記複数の像担持体ユニットと前記露光手段との間に設けられた仕切部材と、
　を有し、
　前記複数の像担持体ユニットの周囲の空間を、前記光路空間と、前記略閉空間である前
記ベルト及び隣の前記像担持体ユニット及び前記仕切部材に囲まれた空間と、に分離する
ように、前記複数の像担持体ユニット及び前記仕切部材は、前記分離部材として互いに噛
み合うような形状の部分を備えていることを特徴とする請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記複数の像担持体ユニットは装置に着脱可能であり、
　前記複数の像担持体ユニット及び前記仕切部材に設けられた、前記分離部材として互い
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に噛み合うような形状の部分は、前記複数の像担持体ユニットの装置への着脱をガイドす
る形状であることを特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記複数の像担持体ユニット及び前記仕切部材に設けられた、前記分離部材として互い
に噛み合うような形状の部分は、前記仕切部材の前記複数の像担持体ユニットの着脱方向
に延びて形成された凹部と、前記複数の像担持体ユニットの前記凹部と噛み合うよう前記
着脱方向に延びて形成されたリブであり、前記送風手段が発生させる風は前記着脱方向に
沿って流れることを特徴とする請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　前記複数の像担持体ユニットの各々は、前記像担持体に現像剤を付着させる現像ローラ
を備え、
　前記複数の像担持体ユニットの各々は、前記現像ローラが前記像担持体に当接した第１
状態と前記現像ローラが前記像担持体から離間した第２状態とに変動可能であり、
　前記第１状態では前記リブが前記凹部の一端部側に近接した状態で前記略閉空間を形成
し、前記第２状態では前記リブが前記凹部の他端部側に近接した状態で前記略閉空間を形
成していることを特徴とする請求項５に記載の画像形成装置。
【請求項７】
　前記仕切部材は、前記露光手段が前記複数の像担持体ユニットの像担持体を露光する光
が通過する開口を備え、
　前記開口には前記露光手段が前記複数の像担持体ユニットの像担持体を露光する光が透
過する透過部材を備え、
　前記光路空間は前記透過部材の前記複数の像担持体ユニットに対向する側に形成されて
いることを特徴とする請求項３乃至請求項６のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【請求項８】
　前記送風手段が発生させた風は、前記光路空間には流れず、前記略閉空間に流れること
を特徴とする請求項２乃至請求項７のいずれか一項に記載の画像形成装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　上記課題を解決するための本発明における代表的な手段は、各々が像担持体と該像担持
体に作用するプロセス手段とを備える複数の像担持体ユニットと、前記複数の像担持体ユ
ニットの像担持体に対向して設けられ、前記像担持体上の像を転写する為のベルトと、を
有し、前記複数の像担持体ユニットの像担持体の夫々を露光して画像形成を行う画像形成
装置において、前記複数の像担持体ユニットの周囲の空間を、前記像担持体を露光する光
が通過する光路空間と、前記ベルト及び隣り合う前記像担持体ユニットとの間に形成され
た空間と、に分離するための分離部材と、装置内に風を発生させる送風手段と、を有し、
前記送風手段が発生させた風は、前記ベルト及び隣り合う前記像担持体ユニットとの間に
形成された空間に流れることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
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